
かりえ地域づくり
今年度もお世話になりました。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かりとりもさくの会　事務局長　稲垣　国弘　

　令和2年度から始まった狩江地域づくり活動センターモデル事業の取り組みも3年目となり、
新たに2名が着任し計４組となった地域おこし協力隊が、地域任用職員及び狩江公民館と協力し
地域課題の解消に向け取り組みを行っています。

　本会としては、西予市から基礎型交付金4,920千円（内地域任用職員経費3,000千円）が交付
され、主に各事業や、各委員会に振り分けられましたが、長引くコロナ禍の影響により計画通

りに事業が実施できないと所もありました。しかし、夏のアートイベントや産業文化祭の開催

などで、住民が集まる機会が増え、賑わいが戻りつつあります。

　また、手上げ型交付金と県の補助金を活用し、「かりエンジョイ」「ワカモノのチカラ」

「渡江一家・新家族」の3つの事業を通し、関係人口の創出に取り組みました。かりとりもさく
の会は、「100年後も続く狩江」を大きな目標として事業に取り組んでおります。
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かりとりもさくの会

　　　　　　　　かりとりもさくの会　会長　西﨑　覚　　　　

　今年度、首都圏からの修学旅行生の受入や、3年ぶりと
なった愛媛大学SUIJIプロジェクト、東京農大生を中心とし
たインターン事業など、沢山の若者を受入ました。最初

は、おっかなびっくりしながらも、学生たちに狩江のいい

所をたくさん知ってもらえるよう、農作業や民泊の体験を

してもらいました。中には、「海に初めて入った！」「民

泊先のご飯が本当においしかった。」などと感想をもら

い、学生たちにとって非日常である狩江の暮しを楽しんで

いただけたようです。しかし、心残りなのは、長引くコロ

ナの影響で住民の皆さんとの交流が少なかったことです。

今後は、交流の場をさらに設け、地域の方々にも、狩江の

すばらしさを紹介いただけたら幸いです。今後とも、本会

の活動にご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたしま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　

楽しく暮らせる狩江を目指すとともに、狩江の資

源・環境・農海産物、そして人の優しさをＰＲし続

けます。今後は、ウィズコロナ社会への働き方改革

により、テレワークによる勤務形態が推進され、家

族との時間や子育て環境が重要視され、地方に移住

し仕事を続ける方が増えることが予想されます。そ

のような時代の流れの中では田舎は「不便」ではな

く、「安心・豊かな暮らし」というイメージも持た

れてきました。

　未来に向かって種をまき、刈り取り、模索する。

これからも人が集い、笑いがあり、活気のある狩江

地区が続くことを願っています。

みかんインターン事業の
様子を動画でご覧いただ
けます。

修学旅行受入事業の
様子を動画でご覧い
ただけます。

令和4年度を振り返って　　　　　



かりえ地域づくりだより

　委員会より　
活動報告

令和4年もそれぞれに各委員会さんが
地域の活性化のために活動しています。
その一部をご紹介！

段々畑ガイドの会

補助金　33,885円

通常のガイド案内をはじめ、大学
生との海岸・道路清掃や体験プロ
グラムのツアーガイドの活動の
他、身障者のためのツアーを考え
る講習会や定例会を行いました。

もさく女子会

補助金　30,000円

初めての地域食堂の開催や、廃棄
野菜を活用した加工品(梅干し、
キムチ）作りにも挑戦しました。
今年は地域でビアガーデンもいい
な～。と考え中です。

野菜づくり委員会

補助金　28,489円

野菜づくり教室の
開催や、無人販売
所でのあさじり野
菜の販売にも挑戦
しました。
ただいま、
会員さん募集中です。

これからの予定

 修学旅行生受入研修会 

　
修学旅行受入（京都)

修学旅行生受入(兵庫県) 
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